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研究成果の概要（和文）：本研究は、筆者のアイディアである統合物語生成システムやポストナラトロジーを背
景として、日本の歌舞伎を総合的な物語として捉え、ナラトロジーに加え歌舞伎そのものを通じて開拓されて来
た諸概念―型、綯い交ぜ、ストーリー、物語言説等―を援用して、特にその多重性や多元性に焦点を当て、歌舞
伎の多重物語構造モデルを具体的に提案する。さらに、歌舞伎の多重物語構造モデルに基づき、特定の歌舞伎作
品に基づくシステム開発、日本昔話等関連する物語コンテンツの調査・分析、物語生成や生成AIと融合したコン
テンツ制作方法の考察と実験等を行う。

研究成果の概要（英文）：I understand kabuki as a comprehensive narrative genre and use various 
concepts that have been created through kabuki itself in addition to narratology, such as “kata,” 
“naimaze,” story, narrative discourse. This paper concretely presents the multiple narrative 
structure model of kabuki focusing on the multiplicity and plurality of kabuki. Furthermore, based 
on the above multiple narrative structure model of kabuki, I conduct on various relating works, 
including designing and developing application and experimental systems, studying narrative contents
 that relate to kabuki such as Japanese folktales, considering and experimenting content creation 
methodologies by humans, narrative generation systems, and generative AI systems.

研究分野：知能情報学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の伝統的な芸能としての歌舞伎は、その長い歴史を通じて、独自且つ多様な物語の方法や技法を開拓して来
た。これまでそれらの方法や技法は、歌舞伎に特有な特性として、主に歌舞伎の内部で研究され批評されて来
た。それに対して、本研究では、既存のナラトロジーの用語の中に歌舞伎の物語論的用語―型、綯交ぜ等―を導
入し、歌舞伎の検討を通じたナラトロジーの体系の拡張と再組織化を図る。さらに、人工知能や生成AI等の先端
技術の導入によって、歌舞伎の方法や技法を直接的且つ間接的に利用したシステムの設計・開発を図る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 
江戸時代初期に創始された歌舞伎は、舞踊・能・狂言・人形浄瑠璃・落語等諸芸能、最近では

マンガやアニメ等をも取り込み、豊かな物語要素を含んだ総合演劇である。筋を中心に構成され
る西洋のアリストテレス的演劇・物語観に対して、もともと役者（俳優）の「芸」に合わせて物
語を構成・付加して行く歌舞伎においては、多様な要素の総合性と多重性が大きな特徴となり、
坪内逍遥はそうした性格をカイミーラ（キメラ）性と呼んだ。それは様々な「型」すなわちスト
ーリー・登場人物・場所等歌舞伎の諸種の要素における典型的パターンにより、要素の自由で多
彩な組み合せを可能とする性質ないし方法と強く関連していた。江戸時代の多数の「役者評判記」
以来、明治時代の杉山其日庵『素人浄瑠璃講釈』（岩波文庫）や三木竹二『観劇偶評』（岩波文庫）
等を経て、現代の渡辺保に至るまで、型の膨大な研究蓄積が存在する。 
筆者は，AI 等の情報学と物語論や民俗学等の文学を融合した、AI による物語自動生成システ

ム（「統合物語生成システム」）の研究開発を行って来た。そしてアニメやマンガ等日本発物語コ
ンテンツが世界に波及しているが、物語生成システムが将来物語コンテンツの制作・流通の一角
に食い込むには、日本の物語や芸能の文化的伝統に連なる必要があると考えて来た。400 年以上
続き、変化と不変の中で発展して来た歌舞伎には、物語やコンテンツの独創的な日本型編成原理
が潜んでいることが予想される。 
筆者は、歌舞伎を「多重物語構造」―ストーリー・登場人物・場所等の諸要素がそれぞれ多重

的な構造を持って存在し、その総合として一つの作品が出来上がるという物語観―として把握
する。多くの歌舞伎のストーリーは異ジャンルからの導入であり、また複数のストーリーが「綯
い交ぜ」になっている。さらに歌舞伎の諸要素の中には各種の型が存在する。例えばストーリー
には曾我物・忠臣蔵物・源平物等の型が存在する。型は機械的・組み合わせ的性格を持ち、情報
やシステムの発想と馴染みやすい。例えば、コンピュータゲームで舞台の設定情報を意味する
「世界観」は、歌舞伎で体系化された「世界」（という包括的な型）の応用とし解釈することが
出来る。歌舞伎は物語として極めて興味深い対象であるが、従来情報や AI の観点から歌舞伎の
物語の方法―知識・技法とその編成原理の問題に取り組んだ研究はなく、筆者は統合物語生成シ
ステムの知識や技法の基礎として、歌舞伎の調査・分析に着手した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、上記統合物語生成システムを前提として、歌舞伎及び関連領域の調査・分析、芸

能情報システムやその応用システムのデザインや実装、さらに統合物語生成システムの発展や
応用等を通じ、本研究を歌舞伎の方法を導入した物語生成システム構築の基盤とし、さらに日本
独自のコンテンツ編成原理の総合的研究の可能性に結び付ける。また、Web を通じた自動生成
コンテンツ流通の実験につなげる。 
主な項目は次の三つである―（１）歌舞伎の多重物語構造の（筆者による）既存分類をベース

に、型・綯い交ぜその他歌舞伎の多重物語構造モデルの諸要素と関連する諸概念を基軸に、歌舞
伎の調査・分析を行う。（ナラトロジーの用語では、間テクスト性・ストーリー・物語言説・異
化等の概念と関連する。）（２）この成果をもとに統合物語生成システムを利用する「芸能情報シ
ステム」及び歌舞伎を何らかの形で取り扱った実験システムや応用システムの設計・開発を行う。
芸能情報システムは統合物語生成システムを利用するが、同時にそれに逆影響を与える（この部
分は発展的課題）。（３）同時に、歌舞伎の知識内容を取り込むことによって、あるいはそれによ
る触発を通じて、統合物語生成システム自体の理論的発展や、それとの関わりでのシステムの設
計・開発の作業を、並行して進める。 
 
３．研究の方法 
 
（１）多重物語構造と型をベースとした歌舞伎の調査・分析：筆者自身の従来の分類・調査結果
を土台に、歌舞伎の多重物語構造の諸要素と型、その他の調査・分析を行う。物語は、主にその
多重物語構造によって、受け手によって異なる・豊かな解釈を可能とする意味の多重性・多義性
をもたらし、世界の多様な解釈に開かれた仕組みを持つ。特に歌舞伎では、そのための仕掛けが
種々の側面において大掛かり且つ精緻に利用される。ここでは、作品その他の対象から、歌舞伎
の多重物語構造の実例やこれに基づく生成・表現その他関連する事柄を抽出・整理し、さらにそ
れぞれの項目ごとに型を抽出する。これらの研究を進めるに当たっては、歌舞伎上演の観劇のみ
ならず、農村歌舞伎やその痕跡等のフィールドワーク的な領域にも研究を拡大する必要がある。 
（２）歌舞伎の芸能情報システムもしくは歌舞伎を利用・応用した設計・開発：芸能情報システ
ムとは一種の仮想芸能プロダクションもしくは仮想劇団の構想であり、専属の役者・作者、劇場
や舞台装置など基本資源が内蔵され、各種ジャンルの物語のシナリオが各種の型や世界を利用
して生成され、音楽や映像または身体を伴って表現され、さらに流通過程として反復される。こ
こでは、既存の設計案及び部分的な実装を、上記の多重物語構造や型その他の要素により発展さ
せ、一体化されたシステムの概念を進展させ、その具体的な構想を立てる。さらに、芸能情報シ
ステムとの関わりにおいて、歌舞伎の研究成果を利用・応用したシステムを設計・開発する。 



（３）統合物語生成システムと関連した発展：統合物語生成システムは、概念辞書や知識ベース
を介して、ストーリー・プロットや言語・音楽等の表現を生成するもので、既に稼働している。
芸能情報システムにおける作者機構に対応し、（１）で調査・獲得され、（２）で芸能情報システ
ムとして構成される知見のうち、特に歌舞伎の作者や作品の知見を導入する。例えば作品におけ
る事象連鎖知識が統合物語生成システムに格納され生成に利用される。また、このように歌舞伎
に関する知見を導入した統合物語生成システムを利用し、さらに生成 AI 等との機構とも結合し
た、物語コンテンツの実験的制作へ研究領域を拡張する。 
 
４．研究成果 
 
（１）多重物語構造と型をベースとした歌舞伎の調査・分析 
①歌舞伎の多重物語構造モデルの拡張・詳細化：文献研究、多方面の歌舞伎作品の観劇、その他
のフィールドワーク（以下の③を参照）等を通じて、歌舞伎の多重物語構造モデルの拡張や詳細
化を行った。そのうち作品分析としては、例えば鶴屋南北の歌舞伎作品『盟三五大切』を取り上
げ、この作品における、作品（型）や現実的事件（綯い交ぜ）その他多様な要素の多重性の様相
を分析し、さらに生成モデルの観点から、物語の組み合わせ的生成の議論につなげた。また観劇
や劇場そのものの調査を通じて、聴衆という要素を中心とした歌舞伎の問題を、物語コンテンツ
（以下の（３）の③）に記述している。 
②歌舞伎等に見られる物語論的・文学理論的要素の調査・分析：「歌舞伎が編み出したナラトロ
ジー」の摘出を目的として、江戸時代の『作者式法戯財録』、『世界綱目』等の調査・分析等を行
い、物語生成モデルの観点から、それらを物語生成技法の一種として解釈した。さらにその試み
の拡大として、歌舞伎の脚本（台帳）の体系的調査・分析に着手し、既に準備されている昭和初
期以来の何種類かの脚本全集の構成を調査し、網羅的読解を開始し、さらに古典的な役者年代記
や明治期以来の批評や作品分析等に射程範囲を広げているが、これは今後も継続する（なおこれ
らの部分は、以下の（３）の①で述べるポストラトロジー構想とも関連する。その全体構想の中
で、歌舞伎は日本の物語・芸能の一凝集点に位置付けられる。） 
③観劇以外の実地調査：各地での歌舞伎上演を通じた演戯や演出の調査・分析、地方の小屋を含
めた歌舞伎の劇場内外の調査・分析、博物館・資料館等での深い知識獲得、歌舞伎に所縁の土地
等の調査・分析等を通じ、歌舞伎の構成要素や脚本等基盤的な知識・知見を獲得する構想を立て
た。主に松竹傘下に行われている主流歌舞伎に関するものの他、地方の地芝居（「農村歌舞伎」
等）の調査も重要な項目に加える、という問題意識であった。2020 年春からの新型コロナの影
響で、本研究におけるこの領域への取り組みは大幅に遅れてしまったが、最終年（2023 年度）
において、「北海道」という、歌舞伎にとっては辺境の地を舞台としてかつて栄えた時期があっ
た農村歌舞伎に着目し、道内各地の資料館・博物館や文献等に僅かに残るその「痕跡」の初期的
調査を行った。それによって、中央の歌舞伎の地方への伝播（北海道の場合、地方への伝播、移
住者による北海道内への伝播、という二重構造を取る点が興味深い）とその実践の様相の片鱗を
捉えることが出来た。その成果は、論文以前の記録として、ネットを通じて発表した。 
 
（２）歌舞伎の芸能情報システムもしくは歌舞伎を利用・応用した設計・開発 
①歌舞伎舞踊『京鹿子娘道成寺』を題材とした研究を行い、特に道成寺伝説との関連についての
調査・研究に基づいて、2G のアニメーションを使った、「道成寺物再現システム」と呼ぶシステ
ムの構想・設計・開発を行った。その際、坂東玉三郎による『京鹿子娘道成寺』のビデオ作品の
詳細な分析を行い、アニメーションにおいては、そのすべての構成要素を再現すると共に、説明
（その詳細なものを蘊蓄と呼ぶ）の生成機構や、ユーザによって説明内容を変える機構なども試
みた。さらに、この歌舞伎作品のもとになった道成寺伝説についての調査を行い、システムの中
で呼び出された道成寺伝説を 3G アニメーションで表現するようにした。今後の目標として、ナ
レーションロボットのユーザインタフェースや、物語生成システムや、文章・画像・音楽等の生
成 AI の組み込みを設定している。理論的には、『京鹿子娘道成寺』と同上位伝説との関係の調
査・分析は、多重物語構造モデルと関連する。特にこれらの関係は単なる型の関係ではなく、元
となる物語（道成寺伝説）からの新たな物語の編集（この場合は極めて象徴的な編集）に相当す
るものであり、今後物語生成の観点からより具体的な検討を加える予定である。 
②道成寺伝説や『京鹿子娘道成寺』は、愛と性を巡る物語の一種であると言って良い。道成寺伝
説のストーリーそのものが、異常な性愛の物語なのであるが、それを直接表現していない『京鹿
子娘道成寺』の主人公白拍子花子も、場面によって、恋する少女になったり、遊女になったり、
性愛の世界を舞踊を通じ象徴的に遍歴する。ここから、物語（特に日本の物語）における最も重
要且つ普遍的なテーマとしての「性と愛」という問題意識が生じ、物語生成システムと性愛をつ
なげる研究が、歌舞伎の物語生成研究から、創発的に発生した。娘道成寺の物語を「性愛」の物
語として捉えるという観点を示し、純粋な愛から邪悪な愛に至る大きな幅を持つものとして両
者の調査・分析を進め、システムの「説明」の中にその種の要素を入れると同時に、そこから独
立させ、統合物語生成システムの中の概念辞書を使って、性愛に関する単語を物語の途中にばら
撒き、物語を「色付け」する、実験システムを数種開発した。③芸能情報システムの構想の発展：
これは、以下（３）の①の内容と関連するので、そこで一緒に述べる。 
 



（３）統合物語生成システムと関連した発展 
①ポストナラトロジー構想の具体化：ポストナラトロジーとは、筆者オリジナルなアイディアで、
旧来の（クラシカル）ナラトロジー及びポストクラシカルナラトロジーを計算論的もしくは情報
論的に拡張し、再組織化したものである。ポストクラシカルナラトロジーの構想を述べる一冊の
著書を出版したが（『物語生成のポストナラトロジー』(2022、新曜社）、それは歌舞伎を含む物
語生成システム研究の体系でもあり、構想の中で歌舞伎の研究は中心を占める。すなわち、ポス
トナラトロジーは主に日本の文学・芸能をはじめとする物語を中心に構成される構想であり、特
に歌舞伎を物語・芸能その他の物語を体系的に集成するジャンルとして位置付ける。それはまた
芸能情報システムとの連動において、作品を連鎖的・循環的に産出する機構としてもモデル化さ
れる。また、この構想の最終的な応用は、「物語生成システムを使った物語ないし拡大小説の制
作」である。「拡大小説」は歌舞伎を大きな枠組みとする。 
②日本昔話の型のシステム化：本研究の期間内において、歌舞伎の型について、特定の事例ごと
の調査・分析は行ったが、包括的で詳細なその収集と組織化は出来なかった。その代わり、恐ら
く歌舞伎等日本の物語作品との関係が推測される、日本昔話について、その構造研究（関啓吾ら）
に基づき、千近く昔話の型をプログラム化し、統合物語生成システムと結合した。本研究は歌舞
伎の型の記述への応用も想定している。 
③ロシア・ウクライナ戦争の物語論的研究：2022 年 2 月に勃発したロシアによるウクライナ侵
攻を物語生成及び「物語戦」の観点から分析・解釈し、システムにつなげる研究を行った（『物
語戦としてのロシア・ウクライナ戦争』(2023、新曜社）。これは、現実における事象を巡る物語
の種々のあり方を体系的に検討する物語生成研究の一応用であり、古くから現実と虚構との一
種の綯交ぜとして作られて来た歌舞伎の物語生成に対しても示唆を与える。またその一節で、ロ
シア・ウクライナ戦争の経過を、歌舞伎の構成モデルを使って解釈した。社会的な意義の大きな
部分は、偽情報戦やナラティブ戦（物語戦）に対する批判的議論にあるが、物語の型論が示唆を
与え得るとの予想を持っている（今後の研究）。また、ロシア・ウクライナ戦争を素材とした、
「偽情報」ゲームの提案も行った。 
④拡大小説と自動生成型コンテンツの制作：関連的・応用的研究として、まず歌舞伎の物語生成
研究を取り入れた拡大小説の制作研究があり、その枠組み・方法として娘道成寺をはじめとする
歌舞伎作品や本研究から得られた諸知見を利用した。ここで拡大小説とは、筆者の概念であり、
人間と AI 各種機構（物語生成システム、生成 AI 等）との共同によって制作される物語コンテ
ンツを意味する。その構想は、前掲『物語生成のポストナラトロジー』に詳述したが、その具体
的な作業として、歌舞伎の『京鹿子娘道成寺』や道成寺伝説、上掲の日本昔話の型のシステム等
を用いた自作の物語コンテンツの実験的制作を開始し、ネット上への発表を 2023 年度より開始
している。それも、本歌舞伎の物語生成研究の成果もしくは展開の一部に含まれる。 

 

（論文・著書・学会発表以外の note 発表資料の一部①―歌舞伎の実地調査と直接・間接に関連） 
 
 北海道／北竜町及び札幌近郊で今はなき農村歌舞伎の痕跡を確認する小さな旅：２０２３

年 ６ 月 末 。 写 真 中 心 （ そ の ５ : 北 海 道 博 物 館 、 丘 珠 空 港 ） . 
https://note.com/narrative_arch/n/n9f20b5de415c?magazine_key=m22657f7cb1b4 

 北海道／北竜町及び札幌近郊で今はなき農村歌舞伎の痕跡を確認する小さな旅：２０２３

年６月末。写真中心（その４ :篠路歌舞伎②―札幌市北区・烈々布郷土資料館） . 
https://note.com/narrative_arch/n/n76c8dff115bb?magazine_key=m22657f7cb1b4 

 北海道／北竜町及び札幌近郊で今はなき農村歌舞伎の痕跡を確認する小さな旅：２０２３

年６月末。写真中心（その３ : 新琴似歌舞伎―札幌市北区・プラザ新琴似） . 
https://note.com/narrative_arch/m/m22657f7cb1b4 

 北海道／北竜町及び札幌近郊で今はなき農村歌舞伎の痕跡を確認する小さな旅：２０２３

年６月末。写真中心（その２:篠路歌舞伎①―札幌市北区・篠路コミュニティ―センター）. 
https://note.com/narrative_arch/n/n74ca7d5e2e56?magazine_key=m22657f7cb1b4 

 北海道／北竜町及び札幌近郊で今はなき農村歌舞伎の痕跡を確認する小さな旅―２０２３

年 ６ 月 末 。 写 真 中 心 （ そ の １ : 北 竜 町 郷 土 資 料 館 ） . 
https://note.com/narrative_arch/m/m77d6b3e2b379 

その他 5 編 
 
（論文・著書・学会発表以外の発表資料②―歌舞伎物語生成研究の成果と間接的に関連する拡大

小説関連） 

 

[流動小説集] 
 
 流動小説集１―無題（６）―全』：人間と物語生成システムによる暗号化小説（その６）. 

https://note.com/narrative_arch/n/n16d01a4bc959?magazine_key=mcf661d24a681 
 流動小説集１―『無題（５）―全』：人間と物語生成システムによる暗号化小説（その５）. 



https://note.com/narrative_arch/n/n96e5752cb242?magazine_key=mcf661d24a681 
 流動小説集２―『無題（２）―全』：人間と物語生成システムによる暗号化小説（その２）. 

https://note.com/narrative_arch/n/na4b8f4c36f14?magazine_key=mcf661d24a681 
その他 12 編 
 

[流動小説からのマルチメディア表現（に向けて）] 
 
 『 無 題 （ ５ ）』 に よ る マ ル チ メ デ ィ ア 表 現 （ に 向 け て ） . （ ２ １ ）

https://note.com/narrative_arch/n/nc2e657e00b5c?magazine_key=m256dcba90a73 
 『 無 題 （ ５ ）』 に よ る マ ル チ メ デ ィ ア 表 現 （ に 向 け て ）（ ２ ０ ） . 

https://note.com/narrative_arch/n/ncafac3428b9c?magazine_key=m256dcba90a73 
 『 無 題 （ ５ ）』 に よ る マ ル チ メ デ ィ ア 表 現 （ に 向 け て ）（ １ ９ ） . 

https://note.com/narrative_arch/n/n83a25165c0be?magazine_key=m256dcba90a73 
 『 無 題 （ ５ ）』 に よ る マ ル チ メ デ ィ ア 表 現 （ に 向 け て ）（ ２ ） .  

https://note.com/narrative_arch/n/n7cc2cc48791d?magazine_key=m256dcba90a73 
 『 無 題 （ ５ ）』 に よ る マ ル チ メ デ ィ ア 表 現 （ に 向 け て ）（ １ ） .  

https://note.com/narrative_arch/n/nbe3f958b0970?magazine_key=m256dcba90a73 
その他 15 編 
 

[物語朗読ロボット―AI／人間による流動小説集・ロボット朗読版] 
 
 【ロボット朗読版（動画：１９分５８秒）】流動小説集１―『無題』（２）―３ . 

https://note.com/narrative_arch/n/n18350805e1d1?magazine_key=m98ef9dfbc2f4 
 【ロボット朗読版（動画：１９分４４秒）】流動小説集１―『無題』（２）―２ . 

https://note.com/narrative_arch/n/ncf16192ac371?magazine_key=m98ef9dfbc2f4 
 【ロボット朗読版（動画：１９分１５秒）】流動小説集１―『無題』（２）―１ . 

https://note.com/narrative_arch/n/nc4f2f8cbe81e?magazine_key=m98ef9dfbc2f4 
 【ロボット朗読版（３８分５９秒）】流動小説集１―『無題』（１）―パターンＡの後半. 

https://note.com/narrative_arch/n/n7934fbcd2191?magazine_key=m98ef9dfbc2f4 
 【ロボット朗読版（１３分４２秒）】流動小説集１―『無題』（１）―パターンＡの前半. 

https://note.com/narrative_arch/n/nb322042dd68f?magazine_key=m98ef9dfbc2f4 
その他 16 編 
 

[流動小説に基づく画像生成実験] 
 
 前 衛 小 説 か ら 画 像 生 成 Ａ Ｉ が 作 っ た 画 像 集 （ ９ ） . 

https://note.com/narrative_arch/n/n68efacb23a56?magazine_key=mead59762c3ce 
 前 衛 小 説 か ら 画 像 生 成 Ａ Ｉ が 作 っ た 画 像 集 （ ８ ） . 

https://note.com/narrative_arch/n/n7ee8732de161?magazine_key=mead59762c3ce 
 前 衛 小 説 か ら 画 像 生 成 Ａ Ｉ が 作 っ た 画 像 集 （ ２ ） . 

https://note.com/narrative_arch/n/n8d370bfe6330?magazine_key=mead59762c3ce 
 前 衛 小 説 か ら 画 像 生 成 Ａ Ｉ が 作 っ た 画 像 集 （ １ ） . 

https://note.com/narrative_arch/n/nd7e228ecf059?magazine_key=mead59762c3ce 
その他 5 編 
 

[流動小説に基づく音楽生成] 
 
 音楽生成ＡＩを使った関連曲―流動小説『無題（４）』の一節に基づく（ボーカル無しイメ

ー ジ ・ メ ロ デ ィ ー 一 曲 ） ― . 
https://note.com/narrative_arch/n/n27436cf8d82f?magazine_key=me95f7fbf75f0 

 音楽生成ＡＩを使った関連曲―動小説『無題（４）』の一節に基づく（女声二曲）―. 
https://note.com/narrative_arch/n/n1a5614c0eab2?magazine_key=me95f7fbf75f0 

 音楽生成ＡＩを使った関連曲―流動小説『無題（２）―全』の一節に基づく（その１）―. 
https://note.com/narrative_arch/n/n5883de42bd6b?magazine_key=me95f7fbf75f0 

その他 9 編 
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